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１． 総括報告 

 設立 11 年目、新たなキーワード、「みんなで創る湘南スタイル」に向け、理事会にて、具体

的な内容を検討、会議を重ねました。 

＜検討内容＞ 

① 定款の３条「目的」の変更 ➡ 解りやすい表現にする 

② 湘南スタイルとは？ を解りやすく参加しやすい表現に変える 

③ 会員種別と会費の変更：会員の責務を明確にする 

④ 正会員および会員の増強 

⑤ 理事の若返りを図る。 

２８年度総会に案件を図る。 

 

２． 事業遂行状況 

 １２の PJ 事業がほぼ予定通り遂行でき、中でも「ふれあい畑塾」は、参加メンバーの中か

ら、「畑塾キッチン」「畑塾 Labo」がスタートし、メンバーの活性化および新規参加者に向け

てのアピール度・好感度化が進んでいる。 

また農産加工品開発も進み、地域統一ブランド「湘南工房」を冠した製品９アイテムの開発

につながり、進和学園とのコンサルティング契約も継続中。 

次年度に向け、茅ヶ崎市の協働事業にエントリーし、新たに「ちがさき丸ごとふるさと発見

博物館講座の動画配信及び PR」「落書き防止、抑制ペイント事業」が決定したほか、畑塾の拡

大に向け「JT 助成事業」が採択された。 

 

 ２００９年度より「食と農」を主体に活動を続けてきた結果、農水省・神奈川県・茅ヶ崎市

など、行政からの新たな助成事業や補助事業などの情報が集まるようになり、活動の活性化の

方向性は見えるものの、新規事業を立ち上げるには、スタッフ数が大幅に足りていない現状が

ある。 

 助成金などの情報を知り、獲得することも必要であるが、「みんなで創る湘南スタイル」に向

け、様々な視点を持つ、メンバーの実質事業参加により、自立する湘南スタイルを築きたい。 

 

３． 財務状況 

各 PJ の努力で、次年度繰越金を捻出することができた。また、NPO 団体として、法人税・

県民税・消費税納入団体になっていることは、今後も社会貢献活動を行う団体の使命と捉えて

いる。 
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      NPO 法人湘南スタイル  平成 2７年度事業報告   

             平成 27 年 4 月 1 日～28 年 3 月 31 日 

開催会議日程 

 理事会  

 第１回   4 月 6 日 

第２回   6 月 1 日 

 第３回   8 月 3 日 

 第４回   1０月 ５日 

 第５回  １２月 ７日 

 第６回   ２月 １日 

 

総会     6 月 15 日 

 

※27 年度は設立満 10 周年を機に法人の組織運営・事業内容の見直しを図るため、臨時の運営会議を招集

した。社会課題の変化に柔軟に対応するには、組織内の理念及び法人としての果たすべき役割とは何か？

を改めて共有することが重要であると考え、会議では事業に対する考え方のすり合わせや修正すべき点を

洗い出すなど忌憚のない意見交換を行った。 

 

定例会は下記の通り 

 定例会議 第１回   4 月１３日      

 定例会議 第２回   5 月１１日      

定例会議 第３回   ７月１３日   兼交流会 

定例会議 第４回   ９月１４日 

定例会議 第５回  １０月１３日      

定例会議 第６回  １１月 ９日           

定例会議 第７回  １２月１４日   兼忘年会 

定例会議 第８回   2 月 ８日   ２月１４日交流会  

定例会議 第９回   3 月１４日      

 

総 会    ６月１５日 （6 月第 2 月曜日） 
理事会    偶数月第 1 月曜日 

定例会議   偶数月第２月曜日 

PJ 会議    随時 

 

 

 

 

運営会議  

 第１回   4 月３０日 

 第２回   5 月２９日 

 第３回   11 月 ５日 

 第４回   １月１５日 

 第５回   3 月１０日 
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実施事業 

特定非営利活動に係る事業 

１． 湘南スタイル HP の運営・編集・管理   http://ｗｗw.shonan-style.jp  

２． おいしい茅ヶ崎（農業ポータルサイトの運営・編集・管理） http://oishi-chigasaki.com  

３． FuBoLabo ちがさき（子育てポータルサイトの運営・編集・管理）http://www.fubolabo.jp/  

４． ふれあい田んぼ塾事業 

５． 湘南スタイル交流会 

６． 地場商材開発販売事業：おかゆ・みかん・トマト 

７． 湘南スタイル「みかんの木パートナーシップ」事業 

８． ふれあい畑塾事業 

９． 6 次産業コンサルティング事業：進和学園 

1０．その他の事業（担当・理事会） 

ポータルサイト広告募集事業 

 

（１）特定非営利活動 

＜事業内容＞ 

①NPO 法人 湘南スタイルのホームページ  http://www.shonan-style.jp)及び Facebook、 

  ＜内容＞Twitter などのソーシャルメディアの運営・活用を通じ、団体の実施事業を解りやすく 

      広報し、参加メンバーの拡大、および広報につとめた。また、日常的に、各媒体のユーザ 

      ーとコミュニケーションを図り、ネットワークの構築を行った。 

                                        ５９６千円 

  

 ②おいしい茅ヶ崎（経済ポータルサイトの運営・編集・管理） http://oishi-chigasaki.com 

  ＜内容＞茅ヶ崎市との継続・協働事業が終了し、委託事業として実施する３年度目。 

  農業者・市民・産業者と行政を結びお役立ち情報を掲載した。 

                                 ２４６万円 

 

③ FuBoLabo ちがさき（子育てポータルサイトの運営・編集・管理）http://www.fubolabo.jp/  

＜内容＞茅ヶ崎で子育てをするお父さん・お母さんのための、より豊かで楽しい子育て 

ライフを応援する情報サイト。「パパトコ」イベント開催。 

                                        24２万円 

 

④ ふれあい田んぼ塾事業 

＜内容＞田んぼ一反を 20 区画に分割し参加者を募集。農家による作業指導や Facebook を活用  

    した参加者同士の交流の元、稲作体験ができるプログラムを提供。環境保全につなぐ。 

1 区画平均の参加人数は約 7 名、総勢 140 名の参加者が一同に会し田植え・稗取り・稲  

    刈り・脱穀の作業に当たった。収穫祭では 120 名近い参加による餅つき大会を行った。 

    本事業の目的を十分に達成できたと考える。 
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                                       26 万円 

 

⑤ 湘南スタイル交流会 

＜内容＞地域内の個人並びに団体の交流する場（湘南スタイル交流会）を開催し、様々な活動や事 

    業を紹介する民間インキュベーションの役割を果たし、新たなコミュニティ創生の場とな  

    る様、参加者共々楽しめるものを作り上げる 

●第１回 １１月９日(月)「“手帳王子”が語る！手帳の選び方、使い方  

             あなたのための手帳術 2016」講師：舘神龍彦氏 

               参加者数 14 名（関係者含 22 名） 

       ●第２回 ２月１４日(土)トークイベント「湘南茅ヶ崎で始める海の街での農ある暮らし」 

               ソトコト指出編集長と酒蔵で語る会 

               参加者５７名（関係者含 72 名） 

                                          １１万円 

⑥ 地場商材開発販売事業：おかゆ・農産加工品 

＜内容＞地産地消の推進と企業・市民に向けた災害備蓄啓発活動事業。企業・市民に向けの 

販促活動に取り組む自主事業及び湘南工房ブランド開発 

おかゆは、茅ヶ崎市小中学校生 19,000 人の家庭に配布され、朝日新聞の取材があった。 

農産加工品は、進和学園のトマト関連販売の他、みかんパートナーシップから生まれた 

みかんジュースの開発が進み、販路が拡大した。 

熊本地震被災地へ 400 食・ハスキーズギャラリーへ 200 食 寄贈   ８０２万円 

 

⑦ 湘南スタイル「みかんの木パートナーシップ」事業 

＜内容＞神奈川県の基金 21 助成が終了し、大磯・二宮地区のみかん組合の自主事業とする方向転 

    換を図った。湘南スタイルは事務委託を受ける形をとり、全面的なサポートを行う。 

パートナーとなる農家が 1 件減、3 件の農家組合が業務にあたる。70 口を見込んで計画   

    を立てたが、結果的に 93 口の申し込みがあった。リピーター顧客が 8 割超えていること 

    も大きな要因となった。 

    みかん加工品の需要が増え、東名高速道路海老名サービスエリア等との取引が開始された。                             

２８８万円 

⑧ ふれあい畑塾事業 

 ＜内容＞2 か所、25 区画でスタート。期中に新たに 14 区画が開始された。農水省「農あるくら

しづくり交付金」事業が、2 年間の助走期間を過ぎ、塾長を務めて頂く鈴木さんと共に、自主事業に

発展。塾生の中から PJ チームが発足。発展中。 

                                 ６０万円 

 

⑨  6 次産業コンサルティング事業 

   ＜内容＞2014 年 6 月に開設した、進和学園の農産加工場より依頼を受け、販路開拓・商品 

    開発を実施。JA・農家・飲食業のオリジナル商品開発への協力。 

                                       ３５万円 
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（２）その他の事業（担当・理事会） 

  ①ポータル Web サイト広告事業 

      アフィリエイト収入支出計上 

   その他の広告募集事業                              20 万円 

      Fubolabo 茅ヶ崎・おいしい茅ヶ崎における広告料受諾         

 

２．組織 

 (１)会員 

   正会員  １４名     賛助会員 29 名   アドバイザー ２名    

   理事長  藁品      専務理事 西村     事務局 坂田 

   理事   中村・杉村・竹村・市川歩・海老名    監査役  一杉   

    

    正会員  14 名 

     藁品孝久（ビル賃貸業）   西村誠（建設業）    中村雅和（社会保険労務士）  

     竹村治亘（自転車卸売業）  杉村一憲（市民活動家） 市川歩（デザイン業）   

     海老名健太朗（コンサル）  一杉繁（飲食業）    久保田邦邇（市民活動家） 

     木津順平（一級建築士）   宮治勇輔（養豚業）   安部比呂（会社員） 

     市川靖洋（デザイン業）   坂田美保子（NPO 職員） 

    

   賛助会員  29 名 

    広瀬啓子（料理研究家）   山本高大（NPO 代表）  神戸幸男（コンサル） 

    上田良弘（食品関連）    熊谷博（小売業）     小林剛輔（飲食業）       

    小出俊介（飲食業）     望月麻紀（会社員） 井出朋子（野菜ソムリエ）

  鈴木智之（NPO 専務理事）  鈴木稔彦（農家）     嶋田英雄（農業関連）  

    永田てるじ（市会議員）   菊地和弘（IT 関連）    大森竜朗（エネルギー関連業） 

     吉川宗孝（行政）      清水謙（コンサル）    山宮立珠(ピアノ教師)  

     森田祐介（会社員）    米山有子（主婦）     石田秀樹（会社員） 

    菊池奈々（主婦）      山川孝徳（会社員）    日高健太郎（会社員） 

    石山れいし（自営業）    小池 勉（会社員）    市川 信治（機械関連） 

    北村美穂（会社員）     田近信吾（ブライダル業） 

   

   法人会員  ３社 

    三物建設㈱   ㈱ボンド  神奈川電設㈱  

    
   アドバイザー 2 名  

       川廷昌弘   吉田誠 

 

   名誉会員 １名   

    竹村治亘  
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＜設立からの経緯＞ 

 

実施時期 活動実績 活動の目的 

西暦 
2005 年 6 月 
～2006 年 3 月 

１．湘南地域ポータル Web サイト構築準備 
 （http://www.shonan-style.jp） 
２．メンバー拡大（設立時正会員 14 名） 

３．自主運営事業創出活動模索 
４．国・県・茅ヶ崎市等公的機関連携模索 
５．産学連携先模索 

●地域貢献・ 社会貢献や人間関係の形
成を基盤とする「持続可能な社会づ
くり」 の実現に向け、地域の活性化

活動と自己実現を共生させる研鑚の
場として 2005 年 6 月、まちづくり
NPO 法人設立。 

 ・地域のためになるかどうか 
 ・人のためになるかどうか 
を行動の第一選択事項として活動して

います。 

西暦 
 2006 年 4 月 
～2007 年 3 月 

１．湘南地域ポータル Web サイト 5 月 1 日
立上げ 

２．メンバー拡大（協賛会員拡大 8 名） 
３．湘南ブランド創出事業・人参湘酎さん開

発発売 

４．神奈川県コミュニティビジネスオーディ
ション入選 

５．神奈川県創業実現モデル事業支援対象事
業者認定 

●地域の活性化は、地域内で活動する、
市民・NPO、産業者（商業・工業・漁
業・農業）、公共機関の 3 分野をつなぐ
中間支援組織の役割が重要である。さ
らに、単一の市域の枠を超えて、隣接す

るエリアをつなぐ広域連携が重要と考
え、ポータルサイトの充実と神奈川県
との連携強化を視野に入れた事業を行
った。 

西暦 

 2007 年 4 月 
～2008 年 3 月 

１．湘南地域ポータル Web サイトの充実 

２．慶應大学ＳＦＣとの連携による地域コミ
ュニティ創出検証事業・浜降祭インター
ネットライブ中継の実施 

３．ベロタクシー運行事業（環境エネルギー
問題啓発事業） 

４．メンバー拡大（正会員 14 名・賛助会員

21 名）   

●当該年度の目標は、「産・官・学・民」

の枠組みを築くため、慶應大学・文教大
学、日本大学等、エリア内の大学との連
携を行い、湘南地域の活性化をテーマ
に進める各校の教授・准教授との親交
を深めた。市民や観光客の環境・エネル
ギー問題に関する意識高揚と省エネ型

の交通手段の実証実験を目的として、
公的機関の協力を得て、人が多く集ま
る夏季に人力タクシーを運行した。 

西暦 
 2008 年 4 月 
～2009 年 3 月 

１．湘南地域ポータル Web サイトの充実 
２．茅ヶ崎市市民提案型協働推進事業「おい

しい茅ヶ崎」受諾 

 （http://oishi-chigasaki.com/） 
３．茅ヶ崎市産米使用・災害備蓄食糧「おか

ゆ」開発発売 2009 年 2 月 14,000 食
完売（茅ヶ崎市 8,000 食納入） 

４．メンバー拡大（正会員 14 名・賛助会員
28 名） 

●「まちづくり NPO 法人」としての 3
年間の事業活動から、地域活性化の啓
発・推進には、市民・産業・行政の 3 分

野の全てにかかわりの深い「食と農」が
最も効果的であると考え、地産地消の
推進・安心安全な食・フードマイレージ
など地域課題解決に向けた事業を実施
した。その結果、茅ヶ崎市や農業者・産
業者の協力が増え、Ｗｅｂアクセスか

らのメンバー拡大につながった。 

西暦 
 2009 年 4 月 
～2010 年 3 月 

１．湘南地域ポータルサイトの充実 
２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 

５．湘南みかん（加工品/みかん狩り/観光ツ
アー）発売 

６．東海大学教養学部連携・湘南ブランド創
出 PJ 開始 

○経済産業省・まちづくり活動支援融資 
 劣後ローン(政策金融公庫第一号) 

●2009 年度は、メディア取材が増え、
湘南地域の活性化を担う NPO として
の認知度も高まった。2010 度実施す
る「ふれあい田んぼ塾」は、茅ヶ崎市の

学童保育に通う学童が 80 名参加し、
収穫後に、災害備蓄食糧「おかゆ」に生
まれ変わる稲作栽培を実施する予定と
なっている。また東海大学の教養学部
との連携により、地域の活性化と実践
的な教育の場の創出を目的として、学

年横断型の全体授業として、当該事業
「湘南まるごと交流空間」を実施する。 
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西暦 
 2010 年 4 月 
～2011 年 3 月 

１．湘南スタイルソーシャルメディアの活用
（HP/ Facebook /Twitter ）運営・管理  

２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 

５．湘南みかんパートナーシップ 
（加工品/みかん狩り/観光ツアー）発売 

６．東海大学教養学部連携・湘南ブランド創
出 PJ 開始 

７．「農(みのり)の駅」創出 PJ 
８．茅ヶ崎市農業振興アドバイザー協定 

●設立 6 年度目として、総事業費が、
ようやく 
1000 万円を超えるところまで、到達。
しかし、依然として、不足資金が当該年
度 50 万円、累計で 850 万円。 

湘南スタイル「みかんの木・パートナー
シップ」プログラムが、コミュニティー
ビジネスの範として、評価され、神奈川
県の協働事業として決定。同時に、日本
財団の助成事業としても決定。かなが
わビジネスオーディションにおいて、

奨励賞・CB 賞・日本経営士会賞を受賞。 
地産地消推進団体として、農林水産省
より表彰。 

西暦 
 2011 年 4 月 

～2012 年 3 月 
 
 

１．湘南スタイルソーシャルメディアの活用
（HP/ Facebook /Twitter ）運営・管理  

２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 
５．湘南みかんパートナーシップ 

（加工品/みかん狩り/観光ツアー）発売 
６．農水省 6 次産業化委託事業 

７．神奈川県緊急雇用創出委託事業 
８．茅ヶ崎市農業振興アドバイザー協定 

●神奈川県との協働事業を開始したこ
とで、初めての職員を採用でき、組織運

営が潤滑になった。また、期中に農水省
並びに神奈川県からの事業委託を受
諾。総収入が前年度実績の 3 倍、累積
の欠損を穴埋めすることができ、大き
く飛躍した年度となった。 
 茅ヶ崎市との連携も進み、「農の駅」

創出のための官民連携として、ちがさ
き百年プロジェクト（協働推進）が関連
8 課と連携して勉強会がスタートし
た。 

西暦 
 2012 年 4 月 

～2013 年 3 月 

１．湘南スタイルソーシャルメディアの活用
（HP/ Facebook /Twitter ）運営・管理  

２．「おいしい茅ヶ崎」継続  
３．災害備蓄食糧「おかゆ」発売継続 
４．ふれあい田んぼ塾開設 
５．湘南みかんパートナーシップ 

（加工品/みかん狩り/観光ツアー）発売 
６．茅ヶ崎市協働事業：お父さん・お母さん 

  のための子育て情報サイト 
 「FuboLabo ちがさき」開設 
７．茅ヶ崎市「柳島向河原地区アクションプ

ラン作成業務」委託事業  

●設立時 
・湘南独自のポータルサイト運営 

・異業種混合地域統一ブランドの開発、
プロデ 

ュース 
・湘南「海の駅・山の駅」設置提案 
以上 3 点の実現に向け、事業をスター
トさせてきたが、当該年度、茅ヶ崎市と

の 8 課連携により、柳島地区のアクシ
ョンプランを作成、設立時の目標に近
づいたと実感する年度となった。 

西暦 

 2013 年 4 月
～2014 年 3 月 

１．茅ヶ崎市協働事業「おいしい茅ヶ崎」 

２．茅ヶ崎市協働事業「FuboLabo」 
３．茅ヶ崎市協働事業「文化生涯ポータルサ

イト」 
４．神奈川県協働事業「湘南みかんの木パー

トナーシップ」事業 
５．災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発事業 

６．ふれあい田んぼ塾 
７．ふれあい畑塾 
８．6 次産業化推進事業「農産品加工工場建

設」促進事業 

●設立８年目にして、消費税の課税

NPO 事業者となり、税務の面において
も社会貢献する NPO となったことは
感慨深い。 
これまで実践してきた、コミュニティ
ビジネスに関する講演依頼が、県内か
ら４か所あった。 

●農水省６次産業化事業で、連携先で
ある、平塚の社会福祉法人「進和学園」
に農産加工場設置が決定し、平成２６
年度運用が開始される。就労支援・農業
支援を通じ、県内初の試みを進めるた
め、販路開拓・広報支援を依頼され、ア

グリビジネスコンサルタント事業を開
始する。 

西暦 １．茅ヶ崎市協働事業「おいしい茅ヶ崎」 市民・産業者・行政をつなぎ、地域活性
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 2014 年 4 月
～2015 年３月 

２．茅ヶ崎市協働事業「FuboLabo」 
３．神奈川県協働事業「湘南みかんの木パー

トナーシップ」事業 
４．災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発事業 
５．ふれあい田んぼ塾の運営 

６．ふれあい畑塾の運営 
７．6 次産業コンサルティング事業 
８．「湘南工房ブランド」開発事業 

化か活動を推進するため、「食と農」を
通じた公的機関との連携を目的に助成
金の公募にエントリーし、受諾され関
係を築いてきた。しかしながら、 
●神奈川県協働事業（4 年間）の最終年

度。 
●農水省農ある暮らしづくり交付金（2
年間）の最終年度。 
上記、2 事業を持続可能な仕組みへの
移行させることが、助成金を活用する
本来の意義であるが、受諾金額が大き

いほどその難しさを感じており、規模
を縮小して継続事業とする。 

西暦 
 2015 年 4 月
～2016 年 

3 月 

１．茅ヶ崎市協働事業「おいしい茅ヶ崎」 
２．茅ヶ崎市協働事業「FuboLabo」 
３．神奈川県協働事業「湘南みかんの木パー

トナーシップ」事業 
４．災害備蓄食糧「おかゆ」普及啓発事業 
５．ふれあい田んぼ塾の運営 
６．ふれあい畑塾の運営 
７．6 次産業コンサルティング事業 
８．「湘南工房ブランド」開発事業 

９．茅ヶ崎市行政提案型協働事業にエントリ   
 ー、2 件の協働事業の採択が決定。 

「みんなで創る湘南スタイル」のスロ
ーガンのもと、新たな 10 年に向かっ
てスタートした。 

 国・県・市の情勢事業が終了し、団体
として自主運営していくことができる
かどうかを問われる年度となった。 
 同時に、メンバーの新旧交代に時期
に入っており、組織運営について、一年
の理事会を通じて、定款の目的・会員区

分の変更などを含め、 
活動メンバーや新規参加メンバーに対
し、解りやすいパンフレットや組織体
制図を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             平成 28 年度 事業計画書 

 

基本方針 
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＜組織運営＞ 

2009 年度、茅ヶ崎市との初の協働事業「おいしい茅ヶ崎」をスタートしたことで、 

団体活動の主体を「食と農」に置き、それをきっかけに、国・県・市など、行政との 

パイプを築くことができ、農関連団体・生産者・大学・企業などとの連携も深まりました。 

「理念」の遂行と共に、経済面での基盤づくりも重要で、行政等の補助金・助成金 

申請も PJ スタート時に活用することは、事業推進に弾みが付きます。持続可能な団体 

運営をしていくために、組織として両輪のバランスを取りながら進めてまいります。 

内閣府の進める「地方創生」補助金・助成金情報が事務局にあります。PJ 推進に活用して

ください。 

 

＜方向性＞ 

最近、グローバル化という概念のもと、人として、社会人として、企業人としての 

「モラル」が、社会から失われてきているように感じています。 

湘南スタイルは、人と人とをつなぐ「ローカルコミュニティ」の創出による「人間関係」 

の構築を原点として、豊かな地域社会を実現させることを目的に設立しました。 

しかし、時代と共に変化していく社会課題に対して、課題解決の仕組みも変化させる 

必要があると思います。これまでは、理事会（ある意味理事長）の「想い」で、運営して

きましたが、最近、組織運営を進める中で、「相互利益」「相互扶助」「お蔭様」という「想

い」の発信が、単視眼的になりがちで、新たな複視眼的視野の集まりに戻す時がきている

と 

感じています。 

 

＜本年度計画＞ 

「想い」を持った、多様な主体が、一人では、なかなか実現しにくいことを仲間と共に 

湘南スタイルを通じて、活動に参画することで、“仕事”・〝生活“を通じて〝地域”を 

つなぎ、社会貢献活動を事業構造にする「仕組み」を作り上げて欲しいと願っています。 

 本年度、「農」関連は、農水省の外郭団体から要請を頂き、2 事業がスタートします。 

また、おいしい茅ヶ崎が委託事業になり、「畑塾」は JT の助成事業が決まり、様々な 

新たな活動を開始しています。農産加工品は、そごう百貨店・海老名サービスエリアはじめ 

「湘南」ブランドとして注目を集め始めています。また、「FuboLabo」「湘南みかんパート 

ナーシップ」も自立に向け、スタートしています。各 PJ は、活性化させるため、参加 

メンバーを募っています。「みんなが喜ぶ仕組みづくり」を推進するため、本年度、会員は 

いずれかの PJ に係り、新たな PJ の協力者・主体者として活動してくれることを期待しま

す。 

 

 

 

 

 ２．実施事業      
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 特定非営利活動に係る事業 

１．湘南スタイル HP、http://ｗｗw.shonan-style.jp の運営・編集・管理 

２．おいしい茅ヶ崎 http://oishi-chigasaki.com 経済部ポータルサイトの運営・編集・管理 

３．FuBoLabo ちがさき http://www.fubolabo.jp/子育てポータルサイトの運営・編集・管理 

４．ふれあい田んぼ塾事業 

５．湘南スタイル交流会 

６．災害備蓄食糧「おかゆ」開発販売事業 

７．湘南みかんの木パートナーシップ事業 

８．ふれあい畑塾事業 

９．アグリビジネスコンサルティング事業 

10．農産品加工販売事業 

   国産農林水産物・食品への理解増進事業の付加価値向上実践事業  

   中央果実新商品の開発等に係る事業 

11.ちがさき丸ごとふるさと発見博物館講座の動画配信及び事業 PR 事業 

12.落書き防止・抑制ペイント事業 

 

その他の事業（担当・理事会） 

ポータルサイト広告募集事業 

 

総 会    ６月第２火曜日 

理事会    偶数月第１火曜日 

定例会議   毎月第火月曜日 

PJ 会議    随時 

 

事業内容 

① NPO 法人 湘南スタイルのホームページ(http://www.shonan-style.jp)及び Facebook、 

  Twitter などのソーシャルメディアの運営・活用を通じ、団体の実施事業を解りやすく広報し、 

参加メンバーの拡大、および広報につとめる。また、日常的に、各媒体のユーザーとコミュニ 

ケーションを図り、ネットワークの構築を行う。 

    ・PJ メンバー  リーダー：市川靖洋   Web サイト管理者：運営部 

    ・対 象 者  全国インターネットユーザー 

    ・予 算 額  制作・運営費・会議費・取材費・サーバー・ドメイン運用費  ６０万円 

 

② おいしい茅ヶ崎 http://oishi-chigasaki.com 経済部ポータルサイトの運営・編集・管理 

＜内容＞茅ヶ崎市との継続・協働事業が終了し、経済部委託事業として実施する４年度目。 

農業者・市民・産業者と茅ヶ崎市経済部を結びお役立ち情報を掲載する。 

    ・PJ メンバー   リーダー：市川 歩   スタッフ４名 

    ・対 象 者   エリア内農業従事者・茅ヶ崎市農業水産課 

・予 算 額   情報収集・発信、会議費、人件費          １１０万円 
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③ FuBoLabo ちがさき http://www.fubolabo.jp/子育てポータルサイトの運営・編集・管理 

＜内容＞茅ヶ崎で子育てをするお父さん・お母さんのための、より豊かで楽しい子育て 

ライフを応援する情報サイト。28 年度より自主事業として独立した運営を行う。 

・PJ メンバー  リーダー：市川 歩   スタッフ３名 

・対 象 者   茅ヶ崎市内子育て中の家庭 

茅ヶ崎市子育て支援課・保育課 

・予 算 額   情報収集・発信、会議費、人件費           60 万円 

 

④ ふれあい田んぼ塾事業 

＜内容＞田んぼ一反を 20 区画に分割し参加者を募集。農家による作業指導や Facebook を 

活用した参加者同士の交流のもと、稲作体験ができるプログラムを提供。環境保全につなげる。 

・PJ メンバー   リーダー：日高    西村・市川・大森・米山・米山（有） 

・対 象 者   Facebook 使用１８ユーザー 

・予 算 額   講師料、情報発信、会議費、人件費          ２５万円 

 

⑤ 湘南スタイル交流会 

＜内容＞地域内の個人並びに団体の交流する場（湘南スタイル交流会）を開催し、様々 

な活動や事業を紹介する民間インキュベーションの役割を果たし、新たなコミュニ 

ティ創生の場となる様、参加者共々楽しめるものを作り上げる。 

・PJ メンバー   リーダー：各 PJ リーダー  

・対 象 者   湘南スタイルメンバー・新規参加者 

・予 算 額   会場費・謝金                     １０万円 

 

⑥ 災害備蓄食糧「おかゆ」開発販売事業 

＜内容＞地産地消の推進と企業・市民に向けた災害備蓄啓発活動事業。寒川町・平塚市に向け 

本仕組みを提案中。 

・PJ メンバー   リーダー：理事長 事務局坂田 

・対 象 者   エリア内農業従事者・茅ヶ崎市農業水産課 

エリア内企業・団体・自治体・消費者 

・予 算 額   製造費用・パンフレット、会議費、        １９５万円 

 

⑦ 湘南スタイル「みかんの木パートナーシップ」事業 

＜内容＞大磯・二宮地区のみかん園を通じて「ひと・もの・こと」を活用したプログラム。 

地元みかん農家の自主運営に向けた取り組みがスタート、支援体制を強化する。 

新たに新規農家 1 軒が増えた。地元住民を巻き込む活動を推進中。 

 

・PJ メンバー   リーダー：久保田邦邇 スタッフ・市川（信）・井出・吉田 

・対 象 者   みかん農家・JA 湘南・地元ボランティア・神奈川県・農業技術センタ 
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ー・加工業者・観光会社・CSR 推進企業・消費者 

・予 算 額   企画・広報・パンフ・会議費・材料費・人件費等  ２３０万円 

 

⑧ ふれあい畑塾 

＜内容＞農と触れ合いたい市民・企業と農家を結ぶ地域コミュニティ創出事業。 

地域振興プログラムとして持続可能な仕組みとして自主運営。28 年度、JT 助成事業受諾。 

・PJ メンバー   リーダー：清水  鈴木塾長・石田・山川・菊池・高橋 

・対 象 者   畑ユーザー・湘南スタイルメンバー 

・予 算 額   入園料・講師料・イベント費・会場費・情報発信    １５４万円 

 

⑨ アグリビジネスコンサルティング事業 

＜内容＞進和学園・農産加工場販路開拓 

  6 次産業化により、完成された加工場の販路開拓支援事業 

・PJ メンバー   リーダー：理事長 久保田 

・対 象 者   県内 JA・農家・全農神奈川・飲食業者・ホテル・観光業者 

・予 算 額   人件費・企画費                    ４４万円 

 

⑩ 農産品加工販売事業 

＜内容＞湘南地域統一ブランド開発「湘南工房」製品開発販売 

国産農林水産物・食品への理解増進事業の付加価値向上実践事業（食品産業センター） 

中央果実新商品の開発等に係る事業 

・PJ メンバー   リーダー：理事長 久保田・井出 

・対 象 者   飲食業者・ホテル・観光業者・東名高速道路サービスエリア等 

・予 算 額   人件費・企画費                    400 万円 

 

⑪  ちがさき丸ごとふるさと発見博物館講座の動画配信及び事業 PR 事業  

＜内容＞茅ヶ崎市行政提案型協働事業・動画配信 

・PJ メンバー   リーダー：市川（靖）・藤沢市民メディアネットワーク 

・対 象 者   茅ヶ崎市民 

・予 算 額   人件費・企画費                     ２７０万円 

 

⑫  落書き防止・抑制ペイント事業 

＜内容＞茅ヶ崎市行政提案型協働事業・アートペイント作成 

・PJ メンバー   リーダー：海老名：内田・まち景まち観フォーラム高見澤 

・対 象 者   河童徳利保存会・浜之郷小学校・一般市民 

・予 算 額   人件費・企画費                    135 万円 

 

 



16 
 

 

28年度予算 繰入金収入 27年度実績に対する備考欄

216,000 216,000 年額　12000円×13名：3000円×20名

90,000 90,000 年額　30000円×3社/20,000円1社

1,500,000 400,000 茅ヶ崎市

　４　ふれあい田んぼ塾 360,000 110,000 自主事業30区画

　５　ふれあい畑塾 2,898,000 1,353,000 畑塾39組×27,000円/ JT助成金　184万円

　６   FuboLabo 800,000 200,000 広告収入20万×4社

　７　湘南スタイル交流会・イベント費 100,000 0 5万円×2回

2,500,000 550,000 おかゆ18000食

　９　湘南みかんパートナシップ事業 2,500,000 200,000 みかんパートナー70口・ギフトセット

１０　講演料収入 100,000 80,000 5万円×2か所

１１　６次産業コンサル 1,944,000 1,500,000 進和学園

１２　農産加工品販売事業「湘南工房」 5,000,000 1,000,000
販売事業150万円・食品産業センター250万円
　　　　　　　 　中央果実基金　　100万円

１３　まるごと博物館 3,360,000 660,000 茅ヶ崎市協働事業

１４　アートペイント 1,800,000 450,000 茅ヶ崎市協働事業

23,168,000 6,809,000

１５　法人事業収入・新規事業 1,332,000 1,332,000
加工品売上・経費/事業費減・新規事業収入

バナー広告収入・寄付金収入等に協力要請

200,000 200,000
　　　その他収益事業会計より繰り入れ 300,000 300,000 ＦｕｂｏＬａｂｏ／グーグルINC

25,000,000 8,641,000

予算執行支出
　　①おいしい茅ヶ崎  直接費 1,100,000 茅ヶ崎市

　　②ふれあい田んぼ塾 250,000 農家村田氏

　　③ふれあい畑塾 1,545,000 委託費(１０８万円)自主事業（８０万円）

　　④子育てポートたるサイトFuboLabo 600,000 サイト運営費

　　⑤湘南スタイル交流会・イベント費 100,000 5万円×2回

　　⑥地場商材開発販売 1,950,000 おかゆ・18000食・米700ｋｇ

　　⑦湘南みかんパートナシップ事業 2,300,000 みかん4ｔ・加工品560セット・農家組合

　　⑧講演 20,000 交通費・資料作成費

　　⑨６次産業 444,000 人件費・営業費

　　⑩農産加工品販売事業「湘南工房」 4,000,000 加工品製造費・販売促進費

　　⑪まるごと博物館動画配信 2,700,000 動画撮影：湘南市民メディア業務委託

　　⑫アートペイント 1,350,000
　　　　事業費計 （C） 16,359,000

　２　管理費内訳 28年管理費
　　①　団体運営費 3,500,000 団体運営費（人件費・事務費・その他）

　　②　事業人件費 500,000 諸事業人件費

　　③　運賃 100,000 みかん・おかゆ等、ヤマト運輸他

　　④　広告宣伝費 100,000 広告・イベント備品関係費
　　⑤　会議費 40,000 勤労市民会館・プロジェクト会議
　　⑥　旅費交通費 300,000 イベント・交通費等
　　⑦　通信費 150,000 電話・郵便・新聞／６次通信費含

　　⑧　消耗品費 200,000 事務関連
　　⑨　水道光熱費 60,000 5000円／月×12ヶ月
　　⑩　諸会費 50,000 諸会費・寄付交際費

50,000 振込料：サーパー借料
　　⑫　地代賃料 1,480,000 事務所借料・イベント会場費
　　⑭　保険料 100,000 団体保険料
　　⑮　租税公課 100,000 前期確定消費税・法人税等
　　⑯　雑費 50,000 新聞・サンプル等
　　⑰　業務委託料 120,000 PJ運営業務委託
　　⑱　顧問料 280,000 税理士・社会保険労務士
　　⑲　印刷費 120,000 コピー・パンフレット
　　⑳　Webコンテンツ制作費 600,000 全事業Web関係
　　㉑　材料費 120,000 おかゆ・みかん・農産品
　　㉒　ライセンス料 300,000 湘南スタイルライセンス使用料
　　㉓　イベント費 100,000
　　㉔　予備費 11,000
　　　　管理費支出計　（D） 8,431,000 0
　　　　直接事業費　 　　（C) 16,359,000
　　　　当期事業支出　（E)=（C)+(D)　 24,790,000
　　　当期事業収収益　 　（F)＝（B)-(E) 210,000
　　　支払利息　　（G) 政策金融公庫・ 210,000
　次期繰越金 0
　　　借入返済　　（H) 政策金融公庫・ 1,000,000 借入留保分1,875,710円より返済

-1,000,000
　借入金保留分 1,875,710 政策金融公庫・500万口残

875,710

Ⅱ　支出の部

　１　事業費内訳

　　⑪　支払手数料

　当期収支差額　　（I）=（Ｆ）-（Ｇ）-(H)

　借入金保留分取り崩し残

　当期収入合計　　　　（B）

平成２8年度　活　動　予　算 書
　平成２8年４月１日から平成２9年３月３１日まで

　　科　　　目

Ⅰ　収入の部

　１　会費・入会金収入

　２　法人会費

　３　「おいしい茅ヶ崎」協働事業委託金

　８　地場商材開発販売

　　　　　　　当期収入合計（A)

　　　預金利息

　　　雑収入
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平成 28 年度 役員体制 

  理事長   藁品 孝久 

  専務理事  西村 誠 

  理 事   中村 雅和 

  理 事   市川 歩 

  理 事   海老名 健太朗 

  監 事   一杉 繁 

 

平成 28 年度・正会員 16 名 

  藁品・中村・一杉（設立時より継続会員）  

  宮治・西村・杉村・竹村・市川歩・市川・安部・久保田・海老名・坂田・吉川・清水 

 

名誉顧問 

  竹村 治宣  杉村 一憲 

 

会員・サポーター会員 

  本日お申込みいただいた会員 

 

アドバイザー 

  川廷・吉田 

 

法人会員 

  三物建設㈱   ㈱ボンド  神奈川電設㈱  湘南産業振興財団  茅ヶ崎技研㈱ 

 

１．会員規約について 


